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（２）配置 

全般について工夫した点や配慮できなかった点 

（配慮できなかった点について代替措置を講じた内容を記入して下さい。） 

・道路利用者に圧迫感を与えないよう建物の配置を道路境界から後退した。 

 

基準の内容 チェック欄 

備考 

（配慮事項や配慮し

ない理由などを記入） 

① 

道路利用者に圧迫感を与えない

よう、道路境界線からできる限

り後退すること。特に大規模な

建築物（建築面積1,500㎡または

高さ20ｍ以上）については、大

きく後退すること。対象地区：

低 中 市沿 農沿 工 観 

海岸 ハ 農 

■配慮した 

□配慮してない 

□該当しない 

□建築面積

1,500 ㎡または

高さ 20ｍ以上

に該当する。 

■該当しない 

・道路から建物を

後退させた。 

② 

グスク、カー、御嶽等の歴史・

文化的資源に近接する場合は、

資源の見え方に配慮した配置を

すること。（50ｍ以内）対象地

区：観 海岸 ハ 農 

付 近

に あ

る 資

源 の

名称 

 

□配慮した 

□配慮してない 

■該当しない 

 

 

 

③ 

開放感のある水辺空間とするた

め、海岸線からできる限り後退

すること。 

対象地区：観 海岸 

□配慮した 

□配慮してない 

■該当しない 

 

④ 

道路利用者による海への見通し

に配慮した配置とすること。対

象地区：農沿 

□配慮した 

□配慮してない 

■該当しない 

 

⑤ 

太陽光パネルを設置する場合は

できる限り、パネルの最上部が

建築物の高さを超えないよう屋

根と一体化させること。また、

周辺の景観に調和させ、目立た

ないように配慮すること。対象

地区：低 中 市沿 農沿 工 

観 海岸 ハ 農 

■配慮した 

□配慮してない 

□該当しない 

・パネルの最上部

を建築物の高さを

超えないよう屋根

と一体化させた。 
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（３）規模 

全般について工夫した点や配慮できなかった点 

（配慮できなかった点について代替措置を講じた内容を記入して下さい。） 

・周辺の街並みは、２階及び３階建てが多いので連続性に配慮し、３階建てとした。 

基準の内容 チェック欄 

備考 

（配慮事項や配慮し

ない理由などを記入） 

① 

高さは13ｍ以下とすること。やむを

得ず13ｍを超える場合は、形態意匠

等を工夫し、周辺景観との調和に配

慮すること。 

対象地区：農沿 海岸 ハ 農 

■配慮した 

□配慮してない 

□該当しない 

高さ12.5ｍ 

・１３ｍ以下とし

た。 

② 

ホテル・旅館を除き、原則13ｍ以下

とすること。やむを得ず13ｍを超え

る場合は、形態意匠等を工夫し、周

辺景観との調和に配慮すること。 

対象地区：観 

□配慮した 

□配慮してない 

■該当しない 

高さ  ｍ 

 

③ 

電波塔等の工作物について、機能

上、支障がある場合は、13ｍ以下の

基準を適用しないが、その場合も、

必要最低限の高さに抑えること。対

象地区：農沿 観 海岸 ハ 農 

□配慮した 

□配慮してない 

■該当しない 

高さ  ｍ 

 

④ 

良好な景観が形成されている住宅

地・集落に近接する場合は、その街

並みの連続性に配慮した高さとす

ること。 

対象地区：低 中 市沿 農沿 

工 観 海岸 ハ 農 

■配慮した 

□配慮してない 

□該当しない 

高さ12.5ｍ 

・周辺の連続性の

高さ（２～３階建

て）に配慮し３階

建てとした。 

⑤ 

グスク、カー、御嶽等の歴史・文化

的資源に近接する場合は、資源の見

え方に配慮した配置をすること。

（50ｍ以内） 

対象地区：観 海岸 ハ 農 

付 近

に あ

る 資

源 の

名称 

 

□配慮した 

□配慮してない 

■該当しない 

 

 

 

⑥ 

大規模な建築物の場合は、分棟化等

により、周辺景観への影響を軽減す

ること。対象地区：低 中 市沿 

農沿 工 観 海岸 ハ 農 

□建築面積

1,500 ㎡または

高さ 20ｍ以上

に該当する。 

■該当しない 

□配慮した 

□配慮してない 
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（４）形態意匠 

全般について工夫した点や配慮できなかった点 

（配慮できなかった点について代替措置を講じた内容を記入して下さい。） 

・赤瓦や琉球石灰岩及び花ブロックなど沖縄らしい風土に合った素材を使用した。 

基準の内容 チェック欄 

備考 

（配慮事項や配慮し

ない理由などを記入） 

① 

赤瓦、琉球石灰岩、花ブロック等の沖

縄の歴史・風土に合った素材をできる

限り活用すること。対象地区：低 中 

市沿 農沿 工 観 海岸 ハ 農 

■活用した 

□活用してない 

□該当しない 

・屋根に赤瓦、塀

に琉球石灰岩、ベ

ランダに花ブロ

ックを使用した。 

② 

ホテル・旅館、その他観光関連の建築

物の場合は、沖縄の歴史・風土に合っ

た素材を多用すること。対象地区：観 

□多用した 

□多用してない 

■該当しない 

 

③ 

自然景観に馴染むよう、石材や木材等

の自然素材をできる限り活用するこ

と。対象地区：観 海岸 ハ 農 

■活用した 

□活用してない 

□該当しない 

・ 

④ 

自然景観に馴染むよう、冷たさを感じ

させる素材や反射光のある素材は、壁

面の大部分にわたっての使用を避ける

こと。対象地区：観 海岸 ハ 農 

■反射素材の使用を避けた 

□大部分で使用した 

□一部使用した 

□該当しない 

 

⑤ 

大規模な建築物の場合は、形態意匠を

工夫し、周辺環境への影響を軽減する

こと。対象地区：低 中 市沿 農沿 

工 観 海岸 ハ 農 

□建築面積

1,500㎡または

高さ 20ｍ以上

に該当する。 

■該当しない 

□配慮した 

□配慮してない 

□該当しない 

 

⑥ 

良好な景観が形成されている集落に近

接する場合は、その街並みの連続性に

配慮した形態意匠とすること。 

対象地区：観 海岸 ハ 農 

■配慮した 

□配慮してない 

□該当しない 

 

⑦ 

グスク、カー、御嶽等の歴史・文化的

資源に近接する場合は、これらと調和

する形態意匠とし、雰囲気を損なわな

いよう配慮すること。 

対象地区：観 海岸 ハ 農 

□配慮した 

□配慮してない 

■該当しない 

 

⑧ 
できる限り勾配のある屋根とするこ

と。対象地区：ハ 

■配慮した 

□配慮してない 

□該当しない 

・勾配屋根とし赤

瓦を葺いた。 
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